
(57)【要約】

【要　約】

【課　題】被検体の目的の部位に保持し、生体情報を常

時測定可能にすることを目的とする。

【解決手段】本発明は、被検体、特に人体の耳介に常時

装着可能な生体保持部を備え、該生体保持部に連結され

たアームを用いて脈拍、脈波、心電、血圧等の生体情報

を計測する。前記生体保持部は、痛点が少ないため常時

装着しても被検者の負担が少ない耳介に取り付け可能な

構造となっている。さらに、耳介の各部位の形状を利用

することにより、装着峙の負担をさらに軽減することを

可能とする。これにより、被検体の目的の部位に保持し

、生体情報を常時測定可能にする生体情報計測装置を提

供することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 被 検 体 を 狭 持 す る ２ 枚 の 曲 板 又 は 平 板 を 有 す る 生 体 保 持 部 と 、
　 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 被 検 体 の 窪 み に 固 定 す る 曲 板 を 有 す る 生 体 保 持 部 と 、
　 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 被 検 体 の 窪 み に 固 定 す る 棒 状 体 を 有 す る 生 体 保 持 部 と 、
　 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 被 検 体 の 周 囲 を 取 り 巻 く 環 状 の 生 体 保 持 部 と 、
　 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 被 検 体 の 周 囲 を 取 り 巻 く 半 環 状 の 生 体 保 持 部 と 、
　 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 被 検 体 を 覆 う 袋 状 の 生 体 保 持 部 と 、
　 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 袋 状 の 生 体 保 持 部 が 、 筒 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 生 体 情 報 計 測
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 袋 状 の 生 体 保 持 部 が 、 ド ー ム 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 生 体 情 報
計 測 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 袋 状 の 生 体 保 持 部 が 、 箱 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 生 体 情 報 計 測
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知
用 ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す
る 押 圧 用 ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 計 測
装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一
部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 両 用 ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら ９ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体 情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム と 、
　 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム
と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体 情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押
圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 両 用 ア ー ム と 、
　 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム
と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 人 体 の 外 耳 道 に 挿 入 さ れ る 棒 状 の 生 体 保 持 部 と 、
　 該 生 体 保 持 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し て 備 わ り 、 前 記 被 検 体 の 内 壁 を 介 し て 生 体 情 報 を
計 測 す る 検 知 部 と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 人 体 の 外 耳 道 に 挿 入 さ れ る 棒 状 の 生 体 保 持 部 と 、
　 該 生 体 保 持 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し 、 前 記 被 検 体 の 内 壁 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る
押 圧 部 と 、
　 該 生 体 保 持 部 又 は 前 記 押 圧 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し 、 前 記 被 検 体 の 内 壁 を 介 し て 生 体
情 報 を 計 測 す る 検 知 部 と 、 を 備 え る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 生 体 保 持 部 の 終 端 に 、 前 記 生 体 保 持 部 の 外 径 よ り も 大 き い 外 径 の 球 体 状 又 は 楕 円 体
状 の 生 体 固 定 部 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 又 は １ ６ に 記 載 の 生 体 情 報 計
測 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 生 体 保 持 部 に 向 か っ て 押 圧 す る 押 圧 用 ア ー ム を 、 前 記 生 体 保 持 部 の 終 端 の い ず れ か
一 方 に さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 、 １ ６ 又 は １ ７ に 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装
置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 被 検 体 は 人 体 の 耳 介 で あ っ て 、 前 記 生 体 保 持 部 は 当 該 耳 介 の 少 な く と も 一 部 に 装 着
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ８ に 記 載 の い ず れ か の 生 体 情 報 計 測 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 の 一 部 に 取 り 付 け て 生 体 情 報 を 計 測 す る 生 体 情 報 計 測 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 齢 化 が 進 み 、 成 人 の 生 活 習 慣 病 へ の 対 応 が 社 会 的 に 大 き な 課 題 と な っ て い る 。 特 に 高
血 圧 に 関 連 す る 疾 患 の 場 合 、 長 期 の 血 圧 デ ー タ の 収 集 が 非 常 に 重 要 で あ る 点 が 認 識 さ れ て
い る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 血 圧 を は じ め と し た 各 種 の 生 体 情 報 の 計 測 装 置 が 開 発 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 長 期 間 連 続 的 に 生 体 情 報 を 測 定 す る 装 置 の 例 と し て は 、 常 時 装 着 可 能 な 患 者 モ ニ タ 装 置
が 挙 げ ら れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 特 開 平 ９ － １ ２ ２ ０ ８ ３ は 耳 介 道 又 は 耳 介
中 の 他 の 部 位 に 、 挿 入 さ れ 、 常 時 装 着 す る 患 者 モ ニ タ 装 置 で あ り 、 脈 拍 、 脈 波 、 心 電 、 体
温 、 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 、 及 び 血 圧 な ど を 生 体 内 へ 出 射 し た 赤 外 光 、 あ る い は 可 視 光 の 散 乱
光 の 受 光 量 か ら 計 算 で き る と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 血 圧 の 測 定 に 関 し て は 、 血 管 の 脈 動 波 形 に よ る 血 圧 測 定 装 置 は 、 他 の 方 式 で あ る
カ フ 振 動 法 や 容 積 補 償 法 な ど に よ る 血 圧 測 定 装 置 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） と 並 ん
で 、 有 力 な 血 圧 の 測 定 方 法 と し て 認 め ら れ て い る 。 な お 、 耳 介 の 名 称 は 非 特 許 文 献 ２ 、 ３
、 ４ に よ る 。 こ こ で 、 耳 介 の 表 側 と は 、 耳 介 の 外 耳 道 の あ る 面 を い い 、 耳 介 の 裏 側 と は 耳
介 の 外 耳 道 の な い 面 を い う 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ２ ２ ０ ８ ３ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 山 越 　 憲 一 、 戸 川 　 達 男 　 ： 　 「 生 体 セ ン サ と 計 測 装 置 」 日 本 エ ム ・ イ
ー 学 会 編 ／ Ｍ Ｅ 教 科 書 シ リ ー ズ 　 Ａ － １ 、 ３ ９ 頁 ～ ５ ２ 頁
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ｓ ｏ ｂ ｏ ｔ ｔ ａ 　 図 説 人 体 解 剖 学 第 １ 巻 （ 監 訳 者 ： 岡 本 道 雄 ） 、 ｐ ． １
２ ６ 、 （ 株 ） 医 学 書 院 、 １ ９ ９ ６ 年 １ ０ 月 １ 日 発 行
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【 非 特 許 文 献 ３ 】 Ｓ ｏ ｂ ｏ ｔ ｔ ａ 　 図 説 人 体 解 剖 学 第 １ 巻 （ 監 訳 者 ： 岡 本 道 雄 ） 、 ｐ ． １
２ ７ 、 （ 株 ） 医 学 書 院 、 １ ９ ９ ６ 年 １ ０ 月 １ 日 発 行
【 非 特 許 文 献 ４ 】 か ら だ の 地 図 帳 　 （ 監 修 ・ 解 説 ： 高 橋 長 雄 ） 、 ｐ ． ２ ０ 、 （ 株 ） 講 談 社
、 ２ ０ ０ ４ 年 １ 月 ２ ９ 日 発 行
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 上 記 の 従 来 例 、 特 開 平 ９ － １ ２ ２ ０ ８ ３ に お い て は 被 検 体 へ 照 射 し た 赤 外 光 、 あ る い
は 可 視 光 が 被 検 体 に よ り 散 乱 さ れ た 散 乱 光 を 受 光 し て 脈 拍 、 脈 波 、 心 電 な ど の 生 体 情 報 の
血 圧 測 定 が 述 べ ら れ て い る が 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 取 り 付 け て お き 、 常 時 測 定 す る こ と
は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 従 来 技 術 に お け る 上 記 の 課 題 を 解 決 し 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持
し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 体 、 特 に 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 な 生 体 保 持 部 を 備 え 、 該 生 体 保 持 部
に 連 結 さ れ た ア ー ム を 用 い て 脈 拍 、 脈 波 、 心 電 、 血 圧 等 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 。 前 記 生 体
保 持 部 は 、 痛 点 が 少 な い た め 常 時 装 着 し て も 被 検 者 の 負 担 が 少 な い 耳 介 に 取 り 付 け 可 能 な
構 造 と な っ て い る 。 さ ら に 、 耳 介 の 各 部 位 の 形 状 を 利 用 す る こ と に よ り 、 装 着 峙 の 負 担 を
軽 減 す る こ と を 可 能 と す る 。 こ れ に よ り 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時
測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 を 狭 持 す る ２ 枚 の 曲 板 又 は 平 板
を 有 す る 生 体 保 持 部 と 、 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 生 体 保 持 部 が 、 被 検 体 を 狭 持 す る ２ 枚 の 曲 板 又 は 平 板 を 有 す る こ と に よ り 、 耳 輪 を 含 む
耳 介 の 少 な く と も 一 部 を 狭 持 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能
に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測
装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 の 窪 み に 固 定 す る 曲 板 を 有 す る 生 体 保
持 部 と 、 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 被 検 体 の 窪 み は 、 耳 輪 に よ り 形 成 さ れ て い る 窪 み 、 対 輪 、 又 は 耳 甲 介 腔 を 含 む 耳 介
の 有 す る 窪 み で あ る 。 生 体 保 持 部 が 、 該 窪 み に 固 定 す る 曲 板 を 有 す る こ と に よ り 、 該 曲 板
の 少 な く と も 一 部 を 耳 介 の 窪 み に は め 込 ん で 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の
耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能
に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 の 窪 み に 固 定 す る 棒 状 体 を 有 す る 生 体
保 持 部 と 、 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 被 検 体 の 窪 み は 、 対 輪 脚 、 対 輪 、 耳 甲 介 舟 、 耳 甲 介 腔 、 耳 甲 介 、 耳 輪 に よ り 形 成 さ
れ て い る 窪 み を 含 む 。 耳 輪 に よ り 形 成 さ れ て い る 窪 み 、 対 輪 、 又 は 耳 甲 介 腔 を 含 む 耳 介 の
有 す る 窪 み で あ る 。 生 体 保 持 部 が 、 被 検 体 の 窪 み に 固 定 す る 棒 状 体 を 有 す る こ と に よ り 、
該 棒 状 体 を 前 記 窪 み に は め 込 ん で 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時
装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体
情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 の 周 囲 を 取 り 巻 く 環 状 の 生 体 保 持 部 と
、 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 生 体 保 持 部 が 、 被 検 体 の 周 囲 を 取 り 巻 く 環 状 で あ る こ と に よ り 、 耳 輪 を 含 む 耳 介 の 少 な
く と も 一 部 を 生 体 保 持 部 の 内 側 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に
常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る
生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 の 周 囲 を 取 り 巻 く 半 環 状 の 生 体 保 持 部
と 、 当 該 生 体 保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 生 体 保 持 部 が 、 被 検 体 の 周 囲 を 取 り 巻 く 半 環 状 で あ る こ と に よ り 、 耳 輪 を 含 む 耳 介 の 少
な く と も 一 部 を 生 体 保 持 部 の 内 側 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介
に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す
る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 を 覆 う 袋 状 の 生 体 保 持 部 と 、 当 該 生 体
保 持 部 に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 生 体 保 持 部 が 、 被 検 体 を 覆 う 袋 状 で あ る こ と に よ り 、 耳 輪 を 含 む 耳 介 の 少 な く と も 一 部
を 生 体 保 持 部 の 内 側 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可
能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計
測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 袋 状 の 生 体 保 持 部 は 、 筒 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 生 体 保 持 部 が 筒 状 で あ る こ と に よ り 、 生 体 保 持 部 を 、 被 検 体 を 覆 う 袋 状 に す る こ と
が で き る 。 ま た 、 被 検 体 に 接 触 す る 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 、 生 体 情 報 計 測 装
置 を 常 時 装 着 し て も 被 検 者 に 与 え る 刺 激 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 袋 状 の 生 体 保 持 部 は 、 ド ー ム 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 生 体 保 持 部 が ド ー ム 状 で あ る こ と に よ り 、 生 体 保 持 部 を 、 被 検 体 を 覆 う 袋 状 に す る
こ と が で き る 。 ま た 、 被 検 体 に 接 触 す る 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 、 生 体 情 報 計
測 装 置 を 常 時 装 着 し て も 被 検 者 に 与 え る 刺 激 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 袋 状 の 生 体 保 持 部 は 、 箱 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 生 体 保 持 部 が 箱 状 で あ る こ と に よ り 、 生 体 保 持 部 を 、 被 検 体 を 覆 う 袋 状 に す る こ と
が で き る 。 ま た 、 送 信 機 能 等 の 機 能 を 有 す る チ ッ プ を 生 体 保 持 部 に 実 装 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知
用 ア ー ム で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 ア ー ム が 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る こ と
に よ り 、 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 ア ー ム を 用 い て 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に
よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を
常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す
る 押 圧 用 ア ー ム で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 ア ー ム が 、 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す
る こ と に よ り 、 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 ア ー ム を 用 い て 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生
体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体
の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一
部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 両 用 ア ー ム で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 ア ー ム が 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一
部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る こ と に よ り 、 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 ア
ー ム を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、
人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測
定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 前 記 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体 情 報 計 測 装 置 で あ っ
て 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム と 、
前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム と
、 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 生 体 情 報 計 測 装 置 が 前 記 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 前 記 検 知 用 ア ー ム
及 び 前 記 押 圧 用 ア ー ム を 含 む こ と に よ っ て 、 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム で 被 検 部 を 挟 み
、 押 圧 用 ア ー ム を 用 い て 被 検 部 の 血 流 を 停 止 ま た は 減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム に よ っ て 血 圧
を 含 む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報
を 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 前 記 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体 情 報 計 測 装 置 で あ っ
て 、 前 記 被 検 体 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る
押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 両 用 ア ー ム と 、 前 記 被 検 体 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る
押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム と 、 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 生 体 情 報 計 測 装 置 が 前 記 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 前 記 両 用 ア ー ム 及
び 押 圧 用 ア ー ム を 含 む こ と に よ っ て 、 ２ 本 の ア ー ム で 被 検 体 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ
る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧 す る の で 、 効 率 的 に 押 圧 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 血
圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 人 体 の 外 耳 道 に 挿 入 さ れ る 棒 状 の 生 体 保 持 部
と 、 該 生 体 保 持 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し て 備 わ り 、 前 記 被 検 体 の 内 壁 を 介 し て 生 体 情 報
を 計 測 す る 検 知 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 生 体 保 持 部 が 、 外 耳 道 に 挿 入 さ れ る 大 き さ の 棒 状 で あ る こ と に よ り 、 外 耳 道 内 に 生 体 情
報 計 測 装 置 を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 外 耳 道 内 に 検 知 部 を 常 時 保 持 す る こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生
体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 人 体 の 外 耳 道 に 挿 入 さ れ る 棒 状 の 生 体 保 持 部
と 、 該 生 体 保 持 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し て 備 わ り 、 前 記 被 検 体 の 内 壁 の 少 な く と も 一 部
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を 押 圧 す る 押 圧 部 と 、 該 生 体 保 持 部 又 は 前 記 押 圧 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し て 備 わ り 、 前
記 被 検 体 の 内 壁 を 介 し て 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 外 耳 道 に 挿 入 さ れ る 大 き さ の 棒 状 の 生 体 保 持 部 に 、 生 体 情 報 計 測 装 置 が 押 圧 部 と 検 知 部
と を 備 え る こ と に よ り 、 外 耳 道 内 壁 か ら 押 圧 部 で 押 圧 し 、 血 圧 等 の 生 体 情 報 を 計 測 す る こ
と が で き る 。 し た が っ て 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る
生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 前 記 生 体 保 持 部 の 終 端 に 、 前 記 生 体 保 持 部 の 外 径 よ り も 大 き
い 外 径 の 球 体 状 又 は 楕 円 体 状 の 生 体 固 定 部 を さ ら に 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 生 体 保 持 部 の 終 端 に 、 前 記 生 体 保 持 部 の 外 径 よ り も 外 径 の 大 き な 球 体 状 又 は 楕 円 体
状 の 生 体 固 定 部 を さ ら に 有 す る こ と に よ り 、 生 体 情 報 計 測 装 置 を 安 定 し て 固 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 前 記 生 体 保 持 部 に 向 か っ て 押 圧 す る 押 圧 用 ア ー ム を 、 前 記 生
体 保 持 部 の 終 端 の い ず れ か 一 方 に さ ら に 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 生 体 情 報 計 測 装 置 が 前 記 生 体 保 持 部 に 向 か っ て 押 圧 す る 押 圧 用 ア ー ム を さ ら に 有 す る こ
と に よ っ て 、 押 圧 部 で 押 圧 す る 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 血 圧 等 の 生 体 情
報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 被 検 体 は 人 体 の 耳 介 で あ っ て 、 前 記 生 体 保 持 部 は 当 該 耳 介 の 少 な く と も 一 部 に 装 着
さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 被 検 体 が 人 体 の 耳 介 で あ る こ と に よ っ て 、 痛 点 が 少 な い た め 常 時 装 着 し て も 被 検 者
の 負 担 を 少 な く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報
を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 な 生 体 保 持 部 を 備 え る こ と に よ り 、 被 検 体 の
目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 の 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は
、 以 下 に 示 す 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
(実 施 形 態 １ )
　 図 １ は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装 着 し
た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ は 、 生 体 計 測 装 置 が 生 体 情 報 を 計 測 す る 被 検 部 １ ０ ２ を
耳 珠 の 裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 実 施 形 態 １ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０
１ を 狭 持 す る ２ 枚 の 平 板 ４ １ 及 び ４ ２ を 有 す る 生 体 保 持 部 １ １ と 、 生 体 保 持 部 １ １ に 連 結
さ れ た ア ー ム １ ４ と 、 を 備 え る 。 検 知 部 １ ３ を 有 し て い て も よ く 、 図 １ で は 、 検 知 部 １ ３
を 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ が 示 さ れ て い る 。 ま た 図 １ で は 、 平 板 ４ ２ に ア ー ム １ ４ を 連 結
し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ は 、 平 板 ４ １ に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 ま
た 平 板 ４ １ 及 び 平 板 ４ ２ は 、 連 結 部 ４ ３ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 １ で は 、 被
検 部 １ ０ ２ を 耳 珠 の 裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 前
切 痕 で も よ い し 、 珠 間 切 痕 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 生 体 保 持 部 １ １ は 、 平 板 ４ １ 及 び ４ ２ に よ っ て 人 体 の 耳 介 を 狭 持 す る も の で あ る 。 連 結
部 ４ ３ を 含 む 連 結 機 構 に よ り 狭 持 す る も の を 用 い る こ と が で き る 。 生 体 保 持 部 １ １ の 材 質
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と し て は 、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ガ ラ ス 、 金 、 ス テ ン レ ス 、 銀
等 の 金 属 、 が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体 が 含 ま れ て い て も よ い し 、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て い
て も よ い 。 ま た 変 形 で き る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 平 板 ４ １ 、 ４ ２ は 、 平 板 又 は 曲 板
で あ れ ば よ く 、 そ の 形 状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 円 形 、 楕 円 形 、 多 角 形 い ず れ で も よ い 。 耳
介 の 形 状 に 合 わ せ た 形 状 と す る こ と に よ り 、 狭 持 し た 際 の 安 定 性 が 向 上 す る こ と も で き る
。 さ ら に 、 人 体 に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 表
面 に 、 繊 維 や 、 皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ア ー ム １ ４ は 、 生 体 保 持 部 １ １ に 連 結 さ れ て い る も の で 、 材 質 と し て は 、 樹 脂 、 皮 革 、
木 、 金 、 ス テ ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ガ ラ ス が 例 示 で き る 。
ま た 変 形 で き る も の で あ っ て も よ い 。 被 検 体 １ ０ １ の 特 定 の 部 位 で あ る 被 検 部 に ア ー ム １
４ の 少 な く と も 一 部 を 固 定 で き る も の で あ れ ば よ く 、 可 動 部 が 備 わ っ て い て も よ い 。 図 １
で は 、 被 検 部 １ ０ ２ に 固 定 さ れ て い る 例 を 示 す 。 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 部 １ ０ ２ に 接 触 し て
い て も よ い し 、 接 触 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 保 持 部 １ １ と ア ー ム １ ４ が 備 わ る こ と に よ り 、 生 体 保 持 部 １ １ に よ り
被 検 体 １ ０ １ の 特 定 の 部 位 に ア ー ム を 固 定 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 ア ー ム １
４ に 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を 固 定 す る こ と に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 検 知 部 １ ３ を 常
時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生
体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を 少 な く と も 一
部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 検 知 部 １ ３ の 備 わ る ア ー ム １ ４ の 位
置 は 限 定 す る も の で は な く 、 所 望 の 生 体 情 報 が 計 測 で き る 位 置 に 配 置 さ れ て い れ ば よ い 。
ア ー ム １ ４ の 先 端 に 配 置 さ れ て い て も よ い し 、 ア ー ム １ ４ の 側 面 に 配 置 さ れ て い て も よ い
。 ま た 、 ア ー ム １ ４ の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 検 知 部 １ ３ は 、 生 体 情 報 を 計 測 す る も の で あ る 。 検 知 部 １ ３ が 計 測 す る 生 体 情 報 は 限 定
す る も の で は な く 、 血 圧 を は じ め と し て 、 脈 波 、 脈 拍 、 心 電 等 が 例 示 で き る 。 こ の よ う に
、 検 知 部 １ ３ が ア ー ム １ ４ に 備 わ る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ の 特 定 の 部 位 で あ る 被 検 部
１ ０ ２ の 生 体 情 報 を 常 時 計 測 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生
体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 検 知 部 １ ３ の 一 例 と し て 、 光 に よ っ て 脈 波 を 計 測 す る も の が 挙 げ ら れ る 。 検 知 部 １ ３ に
発 光 素 子 及 び 受 光 素 子 が 設 置 さ れ 、 発 光 素 子 の 発 光 す る 光 を 被 検 部 １ ０ ２ に 入 射 さ せ た 入
射 光 が 血 管 又 は 血 管 の 中 の 血 球 に よ り 散 乱 さ れ 、 散 乱 光 が 受 光 素 子 で 受 光 さ れ る 。 被 検 部
１ ０ ２ 内 の 血 管 又 は 血 管 の 中 の 血 球 は 、 心 臓 の 鼓 動 に 応 じ て 脈 動 し て お り 、 散 乱 光 は こ の
脈 動 に 対 応 し た 強 度 の 変 化 あ る い は ド ッ プ ラ ー 効 果 に よ る 光 周 波 数 の 変 化 を 受 け て 受 光 素
子 に よ り 受 光 さ れ る 。 従 っ て 、 受 光 素 子 に よ り 受 光 さ れ た 散 乱 光 を 光 電 気 変 換 す る こ と に
よ り 、 血 管 あ る い は 血 管 の 中 の 血 球 の 脈 動 に 対 応 す る 脈 波 を 計 測 す る こ と が で き る 。 こ の
脈 波 を 用 い て 脈 拍 を 測 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ に 示 す 検 知 部 １ ３ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 で あ っ て も
よ い 。 こ の 場 合 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 １ ０ ２ を 押
圧 す る 押 圧 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ５ と な る 。 押 圧 部 １ ３ は 、 空
気 圧 又 は ア ク チ ュ エ ー タ 等 で 体 積 を 増 大 さ せ る も の を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 押 圧 部 １ ３ に よ っ て 、 ア ー ム １ ４ に 検 知 部 が 備 わ る 場 合 に 、 ア ー ム １ ４ で の 血 圧 測 定 が
可 能 に な る 。 非 特 許 文 献 １ に よ る と 、 押 圧 部 １ ３ に よ り 被 検 部 １ ０ ２ を 押 圧 し 、 被 検 部 １
０ ２ 内 の 血 管 の 血 流 を 停 止 さ せ た 状 態 か ら 、 押 圧 部 １ ３ の 空 気 圧 を 徐 々 に 低 下 さ せ 、 こ の
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空 気 圧 の 低 下 の 過 程 に お け る 脈 波 を 測 定 す る こ と に よ り 血 圧 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 １ ０ ２ を 押 圧
す る 押 圧 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付
け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。
こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体
情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す 検 知 部 １ ３ は 、 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被
検 部 １ ０ ２ を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 ア ー ム １ ４ は 、 ア ー ム
１ ４ の 少 な く と も 一 部 で あ る 検 知 部 １ ３ に 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及
び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 １ ０ ２ を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 有 す る 両 用
ア ー ム と な る 。 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及
び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 に 有 す る こ と に よ り
、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要
と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で
、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
(実 施 形 態 ２ )
　 図 ２ は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の ア ー ム が ２ 本 で あ る 場 合 の 一 例 を 示 す 模
式 図 で あ る 。 実 施 形 態 ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体
情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を ア ー ム １ ４ の 少
な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押
圧 部 １ ６ を ア ー ム １ ７ の 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 、 を 含 む 。 実 施 形 態
１ と の 差 異 は 、 生 体 保 持 部 １ ２ に 連 結 さ れ た 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ で あ
る 。 図 ２ で は 、 ア ー ム を ２ 本 の み 示 し た が 、 ３ 本 以 上 で も よ い 。 ま た 、 生 体 保 持 部 １ ２ に
ア ー ム １ ４ 及 び １ ７ を 連 結 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ 及 び １ ７ は 、 生
体 保 持 部 １ １ に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 な お 、 図 ２ で は 、 耳 珠 を 挟 む よ う に 検 知 用 ア ー ム
１ ５ 及 び 押 圧 用 ア ー ム １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 耳
珠 で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切 痕 を 挟 む よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 検 知 用 ア ー ム １ ５ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た も の と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で
き る 。 ア ー ム １ ４ 、 １ ７ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た ア ー ム １ ４ と 同 様 の も の を 用 い
る こ と が で き る 。 押 圧 部 １ ６ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た 押 圧 部 １ ３ と 同 様 の も の を
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 生 体 情 報 計 測 装 置 が 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押
圧 用 ア ー ム １ ８ を 含 む こ と に よ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １
４ 、 １ ７ で 被 検 部 １ ２ を 挟 み 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ を 用 い て 被 検 部 １ ２ の 血 流 を 停 止 ま た は
減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ に よ っ て 血 圧 を 含 む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ
り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 図 ２ に 示 す 検 知 部 １ ３ は 、 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被
検 部 １ ０ ２ を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、
ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体 情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計
測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も 一 部 で あ
る 検 知 部 １ ３ に 有 す る 両 用 ア ー ム １ ５ と 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 １
０ ２ を 押 圧 す る 押 圧 部 １ ６ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 、 を 含 む 。 こ れ
に よ り 、 ２ 本 の ア ー ム で 被 検 部 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧
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す る の で 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 実 施 形 態 ３ ）
　 図 ３ は 、 実 施 形 態 ３ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装 着 し
た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ３ は 、 生 体 計 測 装 置 が 生 体 情 報 を 計 測 す る 被 検 部 １ ０ ２ を
耳 珠 の 裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 実 施 形 態 ３ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０
１ の 窪 み １ ０ ３ に 固 定 す る 曲 板 を 有 す る 生 体 保 持 部 ２ １ と 、 生 体 保 持 部 ２ １ に 連 結 さ れ た
ア ー ム １ ４ と 、 を 備 え る 。 検 知 部 １ ３ を 有 し て い て も よ く 、 図 ３ で は 、 検 知 部 １ ３ を 有 す
る 検 知 用 ア ー ム １ ５ が 示 さ れ て い る 。 ま た 図 ３ で は 、 生 体 保 持 部 ２ １ の 端 部 に ア ー ム １ ４
を 連 結 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ は 、 生 体 保 持 部 ２ １ の 側 面 に 連 結 さ
れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 生 体 保 持 部 ２ １ は 、 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ の 窪 み １ ０ ３ に 固 定 す る 曲 板 を 有 す
る 。 窪 み １ ０ ３ は 、 対 輪 、 又 は 耳 甲 介 腔 を 含 む 。 材 質 と し て は 、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 金 、 ス
テ ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ガ ラ ス が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体
が 含 ま れ て い て も よ い し 、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て い て も よ い 。 ま た 変 形 で き る も の で あ っ
て も よ い 。 ま た 、 生 体 保 持 部 ２ １ は 、 耳 介 の 窪 み に 固 定 で き る 曲 板 で あ れ ば よ く 、 そ の 形
状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 側 面 の 一 部 が 開 口 し た 円 筒 形 で あ っ て 、 そ の 開 口 部 が 対 輪 の 窪
み に 固 定 で き る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 耳 介 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 し た 曲 板 と な っ て
い て も よ い 。 さ ら に 、 人 体 に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る こ と が 好 ま し い 。
例 え ば 、 表 面 に 、 繊 維 や 、 皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ア ー ム １ ４ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た も の と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 保 持 部 ２ １ が 、 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ の 窪 み １ ０ ３ に 固 定 す
る 曲 板 を 有 す る こ と に よ り 、 曲 板 の 少 な く と も 一 部 を 耳 介 の 窪 み １ ０ ３ に は め 込 ん で 固 定
す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ア ー ム １ ４ に 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を 固 定 す る
こ と に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 検 知 部 １ ３ を 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に
保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計
測 す る 検 知 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 １ ３ を 備
え て も よ い 。 ま た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １
０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が
、 検 知 部 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介
に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可
能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保
持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
(実 施 形 態 ４ )
　 図 ４ は 、 実 施 形 態 ３ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の ア ー ム が ２ 本 で あ る 場 合 の 一 例 を 示 す 模
式 図 で あ る 。 実 施 形 態 ４ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体
情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を ア ー ム １ ４ の 少
な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押
圧 部 １ ６ を ア ー ム １ ７ の 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 、 を 含 む 。 実 施 形 態
３ と の 差 異 は 、 生 体 保 持 部 ２ １ に 連 結 さ れ た 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ で あ
る 。 検 知 用 ア ー ム １ ５ 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ 共 に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た も の と 同 様
の も の を 用 い る こ と が で き る 。 図 ４ で は 、 ア ー ム を ２ 本 の み 示 し た が 、 ３ 本 以 上 で も よ い
。 な お 、 図 ４ で は 、 耳 珠 を 挟 む よ う に 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押 圧 用 ア ー ム １ ８ が 取 り 付 け
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ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 耳 珠 で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切 痕 を 挟 む
よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 生 体 情 報 計 測 装 置 が 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押
圧 用 ア ー ム １ ８ を 含 む こ と に よ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １
４ 、 １ ７ で 被 検 部 １ ２ を 挟 み 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ を 用 い て 被 検 部 １ ２ の 血 流 を 停 止 ま た は
減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ に よ っ て 血 圧 を 含 む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ
り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た よ う に 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ は 被 検 体 １ ０ １ の 生 体
情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も
一 部 で あ る 検 知 部 １ ３ に 有 す る 両 用 ア ー ム １ ５ と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ２ 本 の ア ー ム
で 被 検 部 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧 す る の で 、 血 圧 等 の 押
圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
(実 施 形 態 ５ )
　 図 ５ は 、 実 施 形 態 ５ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装 着 し
た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ５ は 、 生 体 計 測 装 置 が 生 体 情 報 を 計 測 す る 被 検 部 を 耳 珠 の
裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 実 施 形 態 ５ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０ １ の 窪
み １ ０ ４ 及 び １ ０ ５ に 固 定 す る 棒 状 体 を 有 す る 生 体 保 持 部 ２ ２ と 、 生 体 保 持 部 ２ ２ に 連 結
さ れ た ア ー ム １ ４ と 、 を 備 え る 。 検 知 部 １ ３ を 有 し て い て も よ く 、 図 ５ で は 、 検 知 部 １ ３
を 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ が 示 さ れ て い る 。 ま た 図 ５ で は 、 生 体 保 持 部 ２ ２ の 中 央 付 近 に
ア ー ム １ ４ を 連 結 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ は 、 生 体 保 持 部 ２ ２ の 棒
状 の 長 手 方 向 の い ず れ の 箇 所 に 連 結 さ れ て い て も よ く 、 該 長 手 方 向 に 移 動 可 能 で あ っ て も
よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 生 体 保 持 部 ２ ２ は 、 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ の 窪 み １ ０ ４ 、 １ ０ ５ に は め 込 ん で
固 定 す る 棒 状 体 で あ る 。 窪 み １ ０ ４ 、 １ ０ ５ は 、 対 輪 脚 、 対 輪 、 耳 甲 介 舟 、 耳 甲 介 腔 、 耳
甲 介 、 耳 輪 に よ り 形 成 さ れ て い る 窪 み を 含 む 。 材 質 と し て は 、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 金 、 ス テ
ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ガ ラ ス が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体 が
含 ま れ て い て も よ い し 、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て い て も よ い 。 ま た 変 形 で き る も の で あ っ て
も よ い 。 ま た 、 生 体 保 持 部 ２ ２ は 、 耳 介 の 窪 み に 固 定 で き る 棒 状 体 で あ れ ば よ く 、 そ の 形
状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 弓 状 の 棒 状 体 で あ っ て も よ い し 、 耳 介 の 形 状 に 合 わ せ る た め の
凹 凸 が あ っ て も よ い 。 図 ５ で は 、 耳 介 に あ る ２ つ の 窪 み に 固 定 す る 模 式 図 が 示 さ れ て い る
が 、 固 定 す る 窪 み の 数 や 位 置 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 耳 甲 介 舟 の 形 状 に 合 致 す る 棒 状 体 で
あ っ て も よ い 。 人 体 に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば
、 表 面 に 、 繊 維 や 、 皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。 ア ー ム １ ４ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で
説 明 し た も の と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 保 持 部 ２ ２ が 、 被 検 体 １ ０ １ の 窪 み １ ０ ４ 、 １ ０ ５ に 固 定 す る 棒 状 体
を 有 す る こ と に よ り 、 生 体 保 持 部 ２ ２ を 窪 み １ ０ ４ 、 １ ０ ５ に は め 込 ん で 固 定 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持
し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計
測 す る 検 知 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 １ ３ を 備
え て も よ い 。 ま た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １
０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が
、 検 知 部 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介
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に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可
能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保
持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
(実 施 形 態 ６ )
　 図 ６ は 、 実 施 形 態 ５ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の ア ー ム が ２ 本 で あ る 場 合 の 一 例 を 示 す 模
式 図 で あ る 。 実 施 形 態 ６ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体
情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を ア ー ム １ ４ の 少
な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押
圧 部 １ ６ を ア ー ム １ ７ の 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 、 を 含 む 。 実 施 形 態
５ と の 差 異 は 、 生 体 保 持 部 ２ ２ に 連 結 さ れ た 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ で あ
る 。 検 知 用 ア ー ム １ ５ 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ 共 に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た も の と 同 様
の も の を 用 い る こ と が で き る 。 図 ６ で は 、 ア ー ム を ２ 本 の み 示 し た が 、 ３ 本 以 上 で も よ い
。 な お 、 図 ６ で は 、 耳 珠 を 挟 む よ う に 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押 圧 用 ア ー ム １ ８ が 取 り 付 け
ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 耳 珠 で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切 痕 を 挟 む
よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 生 体 情 報 計 測 装 置 が 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押
圧 用 ア ー ム １ ８ を 含 む こ と に よ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １
４ 、 １ ７ で 被 検 部 １ ２ を 挟 み 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ を 用 い て 被 検 部 １ ２ の 血 流 を 停 止 ま た は
減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ に よ っ て 血 圧 を 含 む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ
り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た よ う に 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ は 被 検 体 １ ０ １ の 生 体
情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も
一 部 で あ る 検 知 部 １ ３ に 有 す る 両 用 ア ー ム １ ５ と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ２ 本 の ア ー ム
で 被 検 部 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧 す る の で 、 血 圧 等 の 押
圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ 実 施 形 態 ７ ）
　 図 ７ は 、 実 施 形 態 ７ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装 着 し
た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ７ は 、 生 体 計 測 装 置 が 生 体 情 報 を 計 測 す る 被 検 部 を 耳 珠 の
裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 実 施 形 態 ７ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０ １ の 周
囲 を 取 り 巻 く 環 状 の 生 体 保 持 部 ２ ３ と 、 生 体 保 持 部 ２ ３ に 連 結 さ れ た ア ー ム １ ４ と 、 を 備
え る 。 ア ー ム １ ４ の 一 部 に 検 知 部 １ ３ を 有 し て い て も よ く 、 図 ７ で は 、 検 知 部 １ ３ を 有 す
る 検 知 用 ア ー ム １ ５ が 示 さ れ て い る 。 ま た 図 ７ で は 、 環 の 中 央 に 向 か っ て 伸 び る ア ー ム １
４ を 生 体 保 持 部 ２ ３ の １ 箇 所 に 連 結 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ は 、 生
体 保 持 部 ２ ３ の 複 数 箇 所 に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 ア ー ム １ ４ は 、 生 体 保 持 部 ２
３ の ２ 点 を 結 ぶ 鍵 形 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 生 体 保 持 部 ２ ３ は 、 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ の 周 囲 を 取 り 巻 く 環 状 体 で あ る 。 材
質 と し て は 、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 金 、 ス テ ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ
ク 、 ガ ラ ス が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体 が 含 ま れ て い て も よ い し 、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て い
て も よ い 。 ま た 変 形 で き る も の で あ っ て も よ い 。 生 体 保 持 部 ２ ３ は 、 環 状 体 で あ れ ば よ く
、 そ の 形 状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 耳 介 の う ち 、 外 耳 道 の あ る 面 を 耳 介 の 表 側 と す る 。 こ
の と き 、 耳 介 の 表 側 に 配 置 さ れ る 部 分 の 形 状 が 、 耳 介 の 裏 側 に 取 り 付 け ら れ る 部 分 よ り も
細 く な っ て い て も よ い 。 ま た 環 の 表 面 が 耳 介 の 形 状 と 合 致 す る 形 状 に な っ て い て も よ い 。
ま た 、 複 数 の 材 質 に よ っ て 環 状 体 を 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 耳 介 の 裏 側 に 取 り 付 け ら れ
る 部 分 を ゴ ム と し 、 耳 介 の 表 側 に 取 り 付 け ら れ る 部 分 を 金 属 と し て も よ い 。 さ ら に 、 人 体
に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 表 面 に 、 繊 維 や 、
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皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。 ア ー ム １ ４ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た も の と 同 様
の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 保 持 部 ２ ３ が 、 被 検 体 １ ０ １ の 周 囲 を 取 り 巻 く 環 状 で あ る こ と に よ り
、 耳 輪 を 含 む 耳 介 の 少 な く と も 一 部 を 生 体 保 持 部 ２ ３ の 内 側 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る
。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生
体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計
測 す る 検 知 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 １ ３ を 備
え て も よ い 。 ま た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １
０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が
、 検 知 部 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介
に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可
能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保
持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
(実 施 形 態 ８ )
　 図 ８ は 、 実 施 形 態 ７ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の ア ー ム が ２ 本 で あ る 場 合 の 一 例 を 示 す 模
式 図 で あ る 。 実 施 形 態 ８ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る 生 体
情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を ア ー ム １ ４ の 少
な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押
圧 部 １ ６ を ア ー ム １ ７ の 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 、 を 含 む 。 実 施 形 態
７ と の 差 異 は 、 生 体 保 持 部 ２ ３ に 連 結 さ れ た 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ で あ
る 。 検 知 用 ア ー ム １ ５ 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ 共 に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た も の と 同 様
の も の を 用 い る こ と が で き る 。 図 ８ で は 、 ア ー ム を ２ 本 の み 示 し た が 、 ３ 本 以 上 で も よ い
。 な お 、 図 ８ で は 、 耳 珠 を 挟 む よ う に 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押 圧 用 ア ー ム １ ８ が 取 り 付 け
ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 耳 珠 で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切 痕 を 挟 む
よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 生 体 情 報 計 測 装 置 が 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押
圧 用 ア ー ム １ ８ を 含 む こ と に よ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １
４ 、 １ ７ で 被 検 部 １ ２ を 挟 み 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ を 用 い て 被 検 部 １ ２ の 血 流 を 停 止 ま た は
減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ に よ っ て 血 圧 を 含 む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ
り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た よ う に 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ は 被 検 体 １ ０ １ の 生 体
情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も
一 部 で あ る 検 知 部 １ ３ に 有 す る 両 用 ア ー ム １ ５ と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ２ 本 の ア ー ム
で 被 検 部 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧 す る の で 、 血 圧 等 の 押
圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
（ 実 施 形 態 ９ ）
　 図 ９ は 、 実 施 形 態 ９ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装 着 し
た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ９ は 、 生 体 計 測 装 置 が 生 体 情 報 を 計 測 す る 被 検 部 を 耳 珠 の
裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 実 施 形 態 ９ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０ １ の 周
囲 を 取 り 巻 く 半 環 状 の 生 体 保 持 部 ２ ４ と 、 生 体 保 持 部 ２ ４ に 連 結 さ れ た ア ー ム と 、 を 備 え
る 。 検 知 部 １ ３ を 有 し て い て も よ く 、 図 ９ で は 、 検 知 部 １ ３ を 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ が
示 さ れ て い る 。 ま た 図 ９ で は 、 環 の 中 央 に 向 か っ て 伸 び る ア ー ム １ ４ を 生 体 保 持 部 ２ ４ の
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１ 箇 所 に 連 結 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ は 、 生 体 保 持 部 ２ ４ の 複 数 箇
所 に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 ア ー ム １ ４ は 、 生 体 保 持 部 ２ ４ の ２ 点 を 結 ぶ 鍵 形 で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 生 体 保 持 部 ２ ４ は 、 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ の 周 囲 を 取 り 巻 く 半 環 状 体 で あ る 。
材 質 と し て は 、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 金 、 ス テ ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ
ッ ク 、 ガ ラ ス が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体 が 含 ま れ て い て も よ い し 、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て
い て も よ い 。 ま た 変 形 で き る も の で あ っ て も よ い 。 生 体 保 持 部 ２ ４ は 、 半 環 状 体 で あ れ ば
よ く 、 そ の 形 状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 耳 介 の 裏 側 に 配 置 さ れ る 部 分 が 耳 介 の 形 状 と 合 致
す る 形 状 の 面 と な っ て い て も よ い 。 耳 介 の 表 側 が 、 耳 介 の 形 状 と 合 致 す る 形 状 に な っ て い
て も よ い 。 耳 介 の 表 側 が 、 耳 介 の 裏 側 に 取 り 付 け ら れ る 部 分 よ り も 細 く な っ て い て も よ い
。 ま た 、 複 数 の 材 質 に よ っ て 環 状 体 を 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 耳 介 の 裏 側 に 取 り 付 け ら
れ る 部 分 を ゴ ム と し 、 耳 介 の 表 側 に 取 り 付 け ら れ る 部 分 を 金 属 と し て も よ い 。 さ ら に 、 人
体 に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 表 面 に 、 繊 維 や
、 皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。 ア ー ム １ ４ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た も の と 同
様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 保 持 部 ２ ４ が 、 被 検 体 １ ０ １ の 周 囲 を 取 り 巻 く 半 環 状 で あ る こ と に よ
り 、 耳 輪 を 含 む 耳 介 の 少 な く と も 一 部 を 生 体 保 持 部 ２ ４ の 内 側 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な
る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、
生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計
測 す る 検 知 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 １ ３ を 備
え て も よ い 。 ま た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １
０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が
、 検 知 部 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介
に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可
能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保
持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
(実 施 形 態 １ ０ )
　 図 １ ０ は 、 実 施 形 態 ９ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の ア ー ム が ２ 本 で あ る 場 合 の 一 例 を 示 す
模 式 図 で あ る 。 実 施 形 態 １ ０ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 す る
生 体 情 報 計 測 装 置 で あ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 １ ３ を ア ー ム １ ４
の 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す
る 押 圧 部 １ ６ を ア ー ム １ ７ の 少 な く と も 一 部 に 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 、 を 含 む 。 実 施
形 態 ９ と の 差 異 は 、 生 体 保 持 部 ２ ４ に 連 結 さ れ た 検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８
で あ る 。 検 知 用 ア ー ム １ ５ 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ 共 に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た も の と
同 様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。 図 １ ０ で は 、 ア ー ム を ２ 本 の み 示 し た が 、 ３ 本 以 上 で
も よ い 。 な お 、 図 １ ０ で は 、 耳 珠 を 挟 む よ う に 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押 圧 用 ア ー ム １ ８ が
取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 耳 珠 で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切
痕 を 挟 む よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 生 体 情 報 計 測 装 置 が 、 ア ー ム を 少 な く と も ２ 本 有 し 、 そ れ ら が 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押
圧 用 ア ー ム １ ８ を 含 む こ と に よ っ て 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １
４ 、 １ ７ で 被 検 部 １ ２ を 挟 み 、 押 圧 用 ア ー ム １ ８ を 用 い て 被 検 部 １ ２ の 血 流 を 停 止 ま た は
減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ に よ っ て 血 圧 を 含 む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ
り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ ９ ０ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た よ う に 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ は 被 検 体 １ ０ １ の 生 体
情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も
一 部 で あ る 検 知 部 １ ３ に 有 す る 両 用 ア ー ム １ ５ と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ２ 本 の ア ー ム
で 被 検 部 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧 す る の で 、 血 圧 等 の 押
圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
（ 実 施 形 態 １ １ ）
　 図 １ １ は 、 実 施 形 態 １ １ に 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装 着 し
た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 生 体 計 測 装 置 が 生 体 情 報 を 計 測 す る 被 検 部 を 耳 珠
の 裏 側 と し た 例 が 示 さ れ て い る 。 実 施 形 態 １ １ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０ １
を 覆 う 袋 状 の 生 体 保 持 部 ２ ５ と 、 生 体 保 持 部 ２ ５ に 連 結 さ れ た ア ー ム １ ４ 、 １ ７ と 、 を 備
え る 。 検 知 部 １ ３ 及 び 押 圧 部 １ ６ を 有 し て い て も よ く 、 図 １ １ で は 、 検 知 部 １ ３ を 有 す る
検 知 用 ア ー ム １ ５ と 、 押 圧 部 １ ６ を 有 す る 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と が 示 さ れ て い る 。 ま た 図 １
１ で は 、 生 体 保 持 部 ２ ５ の 袋 状 の 外 壁 の 口 の 部 分 に ア ー ム １ ４ 及 び １ ７ を 連 結 し て い る が
、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ア ー ム １ ４ 、 １ ７ は 、 生 体 保 持 部 ２ ５ の 袋 状 の 内 壁 に 連 結 さ れ て
い て も よ い し 、 中 央 部 分 に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 図 １ １ で は 、 生 体 保 持 部 ２ ５ に
ア ー ム が ２ 本 連 結 さ れ て い る が 、 １ 本 で も よ い し 、 ３ 本 に 以 上 で も よ い 。 な お 、 図 １ １ で
は 、 耳 珠 を 挟 む よ う に ア ー ム １ ４ 、 １ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。 耳 珠 で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切 痕 を 挟 む よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 生 体 保 持 部 ２ ５ は 、 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ を 覆 う 袋 状 の 形 状 を 有 す る 。 材 質 と
し て は 、 木 綿 、 パ ル プ 等 の 天 然 繊 維 、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ガ
ラ ス 、 金 、 ス テ ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体 が 含 ま れ て い て も よ い し
、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て い て も よ い 。 ま た 変 形 で き る も の で あ っ て も よ い 。 生 体 保 持 部 ２
５ は 、 被 検 体 １ ０ １ を 覆 う 袋 状 で あ れ ば よ く 、 そ の 形 状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 筒 状 、 ド
ー ム 状 、 又 は 、 箱 状 で あ っ て も よ い 。 図 １ ２ は 、 実 施 形 態 １ １ に 係 る 生 体 保 持 部 の 他 形 態
を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 １ ２ （ ａ ） は 筒 状 、 図 １ ２ （ ｂ ） は ド ー ム 状 、 図 １ ２ （ ｃ ） は 箱
状 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ２ （ ａ ） に 示 し た 筒 状 の 生 体 保 持 部 ２ ６ は 、 対 輪 脚 及 び 耳 甲 介 舟 を 覆 う よ う に 生 体
保 持 部 ２ ６ が 被 検 体 １ ０ １ を 覆 っ て い る 。 筒 状 に す る こ と で 、 被 検 体 １ ０ １ に 接 触 す る 面
積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 、 生 体 情 報 計 測 装 置 を 常 時 装 着 し て も 被 検 者 に 与 え る 刺
激 を 少 な く す る こ と が で き る 。 生 体 保 持 部 ２ ６ の 筒 の 高 さ は 限 定 し な い 。 例 え ば 図 １ ２ （
ａ ） に 示 し た よ う に 、 耳 介 の 一 部 の み を 覆 う 高 さ で あ っ て も よ い し 、 耳 介 の 全 体 を 覆 う 高
さ で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 筒 の 一 部 が メ ッ シ ュ 状 に な っ て い て も よ い 。 メ ッ シ ュ 状 に す
る こ と で 、 被 検 者 が 可 聴 で き る 音 の 減 衰 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 し た ド ー ム 状 の 生 体 保 持 部 ２ ７ は 、 耳 輪 を 覆 う よ う に 生 体 保 持 部 ２ ７
が 被 検 体 １ ０ １ を 覆 っ て い る 。 ド ー ム 状 に す る こ と で 、 被 検 体 １ ０ １ に 接 触 す る 面 積 を 大
き く す る こ と が で き る の で 、 生 体 情 報 計 測 装 置 を 常 時 装 着 し て も 被 検 者 に 与 え る 刺 激 を 少
な く す る こ と が で き る 。 ド ー ム の 深 さ は 限 定 す る も の で は な く 、 耳 介 を 完 全 に 覆 う も の で
も よ い が 、 耳 垂 や 耳 輪 の 一 部 等 の 耳 介 の 一 部 の み を 覆 う も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ド ー
ム は 対 称 な 形 状 で あ っ て も よ い が 、 非 対 称 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 耳 介 の 裏 側 を 完 全 に
覆 う が 、 耳 介 の 表 側 は 耳 甲 介 が 露 出 す る 程 度 に 開 口 し て い て も よ い 。 こ の 開 口 が 広 い ほ ど
聴 覚 に 影 響 を 与 え な い の で 、 耳 輪 の み を 残 し て 対 輪 や 対 輪 脚 等 が 露 出 す る 程 度 ま で 開 口 し
て い て も よ い 。 さ ら に 、 ド ー ム の 一 部 が メ ッ シ ュ 状 に な っ て い て も よ い 。 メ ッ シ ュ 状 に す
る こ と で 、 被 検 者 が 可 聴 で き る 音 の 減 衰 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 し た 箱 状 の 生 体 保 持 部 ２ ８ は 、 耳 輪 を 覆 う よ う に 生 体 保 持 部 ２ ８ が 被
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検 体 １ ０ １ を 覆 っ て い る 。 箱 状 に す る こ と で 、 送 信 機 能 等 の 機 能 を 有 す る チ ッ プ を 生 体 保
持 部 ２ ８ に 実 装 し や す く な る 。 箱 の 形 状 は 限 定 す る も の で は な く 、 耳 介 を 完 全 に 覆 う も の
で も よ い が 、 耳 垂 や 耳 輪 の 一 部 等 の 耳 介 の 一 部 の み を 覆 う も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 箱
の 形 状 は 対 称 で あ っ て も よ い が 、 非 対 称 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 耳 介 の 裏 側 を 完 全 に 覆
う が 、 耳 介 の 表 側 は 耳 甲 介 が 露 出 す る 程 度 に 開 口 し て い て も よ い 。 こ の 開 口 が 広 い ほ ど 聴
覚 に 影 響 を 与 え な い の で 、 耳 輪 の み を 残 し て 対 輪 や 対 輪 脚 等 が 露 出 す る 程 度 ま で 開 口 し て
い て も よ い 。 開 口 部 の 形 状 は 、 直 線 に 限 ら ず 、 耳 介 の 形 状 に 合 わ せ て 任 意 の 曲 線 に し て も
よ い 。 さ ら に 、 ド ー ム の 一 部 が メ ッ シ ュ 状 に な っ て い て も よ い 。 メ ッ シ ュ 状 に す る こ と で
、 被 検 者 が 可 聴 で き る 音 の 減 衰 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 さ ら に 、 図 １ １ の 生 体 保 持 部 ２ ５ は 、 人 体 に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る
こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 表 面 に 、 繊 維 や 、 皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ア ー ム １ ４ 、 １ ７ は 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た も の と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 保 持 部 ２ ５ が 、 被 検 体 を 覆 う 袋 状 で あ る こ と に よ り 、 耳 輪 を 含 む 耳 介
の 少 な く と も 一 部 を 生 体 保 持 部 ２ ５ の 内 側 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 袋 状 で あ
る の こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ に 接 触 す る 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 、 生 体 情 報
計 測 装 置 を 常 時 装 着 し て も 被 検 者 に 与 え る 刺 激 を 少 な く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測
定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ア ー ム １ ４ は 、 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計
測 す る 検 知 部 １ ３ を 少 な く と も 一 部 に 有 す る 検 知 用 ア ー ム １ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 で あ る 被 検 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 １ ３ を 備
え て も よ い 。 ま た 、 検 知 部 １ ３ に 被 検 体 １ ０ １ の 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １
０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 共 に 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 ア ー ム １ ４ が
、 検 知 部 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も い ず れ か を 有 す る こ と に よ り 、 被 検 体 １ ０ １ で あ る 耳 介
に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ を 用 い て 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 の 計 測 が 可
能 に な る 。 こ れ に よ り 、 人 体 の 耳 介 に 常 時 装 着 可 能 に な る の で 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保
持 し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た よ う に 、 ア ー ム １ ４ と ア ー ム １ ７ は 、 検 知 用 ア ー
ム １ ５ と 押 圧 用 ア ー ム １ ８ で あ っ て も よ い 。 生 体 情 報 計 測 装 置 が 、 ア ー ム を 少 な く と も ２
本 有 し 、 そ れ ら が 検 知 用 ア ー ム １ ５ 及 び 押 圧 用 ア ー ム １ ８ を 含 む こ と に よ っ て 、 被 検 体 １
０ １ で あ る 耳 介 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム １ ４ 、 １ ７ で 被 検 部 １ ２ を 挟 み 、 押 圧 用 ア ー ム １
８ を 用 い て 被 検 部 １ ２ の 血 流 を 停 止 ま た は 減 少 さ せ 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ に よ っ て 血 圧 を 含
む 生 体 情 報 の 計 測 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 血 圧 等 の 押 圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効
率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た よ う に 、 検 知 用 ア ー ム １ ５ は 被 検 体 １ ０ １ の 生 体
情 報 を 計 測 す る 検 知 部 及 び 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 少 な く と も
一 部 で あ る 検 知 部 １ ３ に 有 す る 両 用 ア ー ム １ ５ と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ２ 本 の ア ー ム
で 被 検 部 を 挟 み 、 両 方 の ア ー ム に 備 わ る 押 圧 部 に よ り 被 検 部 を 押 圧 す る の で 、 血 圧 等 の 押
圧 部 を 必 要 と す る 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計 測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
（ 実 施 形 態 １ ２ ）
　 図 １ ３ は 、 実 施 形 態 １ ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 で あ る 被 検 体 １ ０ １ に 装
着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ ａ ） は 外 耳 道 の あ る 側 頭 部 の 横 断 面 、 （ ｂ ） は 顔 の 正
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面 か ら の 概 観 を 示 す 。 実 施 形 態 １ ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 被 検 体 １ ０ １ の 外 耳 道 に
挿 入 さ れ る 大 き さ の 棒 状 の 生 体 保 持 部 ３ １ と 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 少 な く と も 一 部 と 接 し て
備 わ り 、 被 検 体 １ ０ １ の 内 壁 を 介 し て 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 ３ ３ と 、 を 備 え る 。 ま た
図 １ ３ （ ａ ） で は 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 先 端 側 面 に 検 知 部 ３ ３ が 配 置 さ れ て い る が 、 こ れ に
限 定 さ れ な い 。 検 知 部 ３ ３ は 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 先 端 に 配 置 さ れ て い て も よ い し 、 生 体 保
持 部 ３ １ の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て い て も よ い 。 ま た 、 図 １ ３ （ ｂ ） で は 、 耳 珠 １ ０ ６ 、 耳 甲
介 １ ０ ７ に つ な が る 外 耳 道 １ ０ ８ に 生 体 保 持 部 ３ １ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定
さ れ る こ と は な く 、 外 耳 道 で あ れ ば よ い 。 ま た 、 図 １ ３ （ ｂ ） で は 、 顔 の 正 面 方 向 の 側 面
に 検 知 部 ３ ３ が 配 置 さ れ る よ う に 生 体 保 持 部 ３ １ を 外 耳 道 １ ０ ８ に 挿 入 し て い る が 、 生 体
保 持 部 ３ １ の 挿 入 さ れ る 方 向 は 限 定 し な い 。 後 頭 部 の 方 向 の 側 面 に 検 知 部 １ ３ が 配 置 さ れ
る よ う に 生 体 保 持 部 ３ １ を 外 耳 道 １ ０ ８ に 挿 入 し て も よ い し 、 頭 頂 部 に 向 け て 配 置 さ れ る
よ う に 生 体 保 持 部 ３ １ を 外 耳 道 １ ０ ８ に 挿 入 し て も よ い 。 ま た 、 生 体 保 持 部 ３ １ は 、 全 体
が 外 耳 道 １ ０ ８ の 内 部 に 挿 入 さ れ て も よ い し 、 一 部 が 外 耳 道 １ ０ ８ の 外 部 に 出 て い て も よ
い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 生 体 保 持 部 ３ １ は 、 外 耳 道 １ ０ ８ 内 に 挿 入 さ れ る 大 き さ の 棒 状 体 で あ る 。 材 質 と し て は
、 樹 脂 、 皮 革 、 木 、 金 、 ス テ ン レ ス 、 銀 等 の 金 属 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ガ ラ ス
が 例 示 で き る 。 ま た 、 液 体 が 含 ま れ て い て も よ い し 、 ゾ ル 、 ゲ ル が 含 ま れ て い て も よ い 。
ま た 変 形 で き る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 生 体 保 持 部 ３ １ は 、 外 耳 道 １ ０ ８ の 内 径 よ り
も 小 さ い 外 径 の 棒 状 体 で あ れ ば よ く 、 そ の 形 状 は 限 定 し な い 。 例 え ば 、 横 断 面 が 楕 円 形 で
あ っ て も よ い し 、 円 形 で あ っ て も よ い し 、 多 角 形 で も よ い し 、 Ｕ 字 形 で あ っ て も よ い 。 ま
た 、 表 面 に 凹 凸 が あ っ て も よ い し 、 内 部 に 空 孔 が あ っ て も よ い 。 凹 凸 や 空 孔 が あ る こ と に
よ っ て 音 が 伝 わ る 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 振 動 を 伝 え る こ と の で き る も の で
あ っ て も よ い 。 振 動 を 伝 え る こ と に よ り 、 生 体 保 持 部 ３ １ に よ る 被 検 者 へ の 聴 覚 の 阻 害 を
減 少 す る こ と が で き る 。 ま た 、 人 体 に 直 接 触 れ る も の な の で 、 表 面 が 柔 軟 で あ る こ と が 好
ま し い 。 例 え ば 、 表 面 に 、 繊 維 や 、 皮 、 樹 脂 、 ゴ ム を 配 し て も よ い 。 さ ら に 、 生 体 保 持 部
３ １ は 、 外 径 が 、 ３ ｍ ｍ 以 上 、 １ １ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 外 径 が ３ ｍ ｍ 未 満 で
あ る と 、 外 耳 道 の 奥 ま で 入 り 込 ん で し ま う 場 合 が あ る 。 外 径 が １ １ ｍ ｍ よ り も 大 き い と 、
外 耳 道 内 に 生 体 保 持 部 ３ １ を 挿 入 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 実 施 形 態 １ ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の 生 体 固 定 部 を 有 す る 場 合 の 一 例 を 示
す 模 式 図 で あ る 。 図 １ ４ に 示 し た 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 図 １ ３ に 示 し た 生 体 保 持 部 ３ １ の
終 端 に 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 外 径 よ り も 大 き い 外 径 の 球 体 状 の 生 体 固 定 部 ３ ２ を さ ら に 有 し
て い る 。 生 体 保 持 部 ３ １ の 終 端 は 、 外 耳 道 １ ０ ８ の 内 部 に 挿 入 さ れ る 側 の 末 端 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 生 体 固 定 部 ３ ２ は 、 外 耳 道 １ ０ ８ の 内 壁 の 内 径 よ り も 小 さ く 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 外 径 よ
り も 大 き い 外 径 の 球 体 で あ る 。 生 体 固 定 部 ３ ２ は 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 外 径 よ り も 大 き い 外
径 の 楕 円 体 状 の も の で も よ い 。 材 質 は 、 木 綿 、 絹 、 羊 毛 、 パ ル プ な ど の 天 然 繊 維 、 樹 脂 、
皮 革 、 ゴ ム が 例 示 で き る 。 当 然 な が ら 生 体 保 持 部 ３ １ と の 接 続 部 は 球 体 に は な ら な い の で
真 球 で あ る 必 要 は な い 。 断 面 が 楕 円 と な る 球 体 で も よ い 。 少 し の 外 圧 で 変 形 す る も の が 好
ま し く 、 変 形 前 の 形 状 と 変 形 後 の 形 状 は 限 定 し な い 。 ま た 、 複 数 の 空 孔 が あ っ て も よ い し
、 振 動 を 伝 え る こ と が で き る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 １ ４ に 示 し た よ う に 、 外 耳 道 １ ０ ８ の 外 部 か ら の 入 り 口 付 近 に 屈 曲 部 １ ０ ９ が あ る こ
と が 多 い 。 こ の 屈 曲 部 １ ０ ９ に 生 体 固 定 部 ３ ２ を 有 す る こ と で 、 生 体 情 報 計 測 装 置 を 安 定
し て 固 定 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 し た 検 知 部 ３ ３ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た 検 知 部 １ ３ と 同
様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。 検 知 部 ３ ３ は 、 さ ら に 、 被 検 体 １ ０ １ の 内 壁 の 少 な く と
も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 と 、 生 体 保 持 部 ３ １ 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も 一 部 と 接 し て 備 わ り
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、 被 検 体 １ ０ １ の 内 壁 を 介 し て 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 と を 備 え て い て も よ い 。 こ の 場
合 、 実 施 形 態 １ ２ に 示 し た 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 人 体 の 外 耳 道 １ ０ ８ に 挿 入 さ れ る 棒 状 の
生 体 保 持 部 ３ １ と 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 少 な く と も 一 部 と 接 し て 備 わ り 、 被 検 体 １ ０ １ の 内
壁 の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 と 、 生 体 保 持 部 ３ １ 又 は 押 圧 部 の 少 な く と も 一 部 と
接 し て 備 わ り 、 被 検 体 １ ０ １ の 内 壁 を 介 し て 生 体 情 報 を 計 測 す る 検 知 部 と 、 を 備 え る 。 こ
の よ う に 、 検 知 部 ３ ３ に 押 圧 部 と 検 知 部 と を 有 す る こ と に よ り 、 外 耳 道 １ ０ ８ の 内 壁 か ら
押 圧 部 で 押 圧 し 、 検 知 部 に よ っ て 血 圧 等 の 生 体 情 報 を 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 生 体 保 持 部 ３ １ が 、 人 体 の 外 耳 道 １ ０ ８ に 挿 入 さ れ る 棒 状 で あ る
こ と に よ り 、 外 耳 道 １ ０ ８ 内 に 生 体 情 報 計 測 装 置 を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
外 耳 道 内 に 検 知 部 を 常 時 保 持 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 被 検 体 の 目 的 の 部 位 に 保 持
し 、 生 体 情 報 を 常 時 測 定 可 能 に す る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
（ 実 施 形 態 １ ３ ）
　 図 １ ５ は 、 実 施 形 態 １ ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の 押 圧 用 ア ー ム を 有 す る 場 合 の 一 例 を
示 す 模 式 図 で あ り 、 （ ａ ） は 外 耳 道 の あ る 側 頭 部 の 横 断 面 、 （ ｂ ） は 耳 介 の 表 側 か ら の 概
観 を 示 す 。 実 施 形 態 １ ３ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 生 体 保 持 部 ３ １ に 向 か っ て 押 圧 す る
押 圧 用 ア ー ム ３ ６ を 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 終 端 の い ず れ か 一 方 に さ ら に 有 し て い る 。 図 １ ５
（ ａ ） に 示 し た 押 圧 用 ア ー ム ３ ６ は 、 外 耳 道 １ ０ ８ に 挿 入 さ れ て い る 生 体 保 持 部 ３ １ の 外
側 の 末 端 に 連 結 さ れ た ア ー ム ３ ４ と 、 生 体 保 持 部 ３ １ と 接 続 さ れ て い な い 側 の ア ー ム ３ ４
の 末 端 の 側 面 に 配 置 さ れ た 押 圧 部 ３ ５ が 備 わ っ て い る 。 図 １ ５ （ ａ ） で は 、 押 圧 用 ア ー ム
３ ６ は 、 生 体 保 持 部 ３ １ の 終 端 に 連 結 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 生 体 保 持 部 ３
１ の 一 部 に 連 結 さ れ て い れ ば よ い 。 ま た 、 図 １ ５ （ ｂ ） で は 、 耳 珠 １ ０ ６ を 挟 む よ う に 生
体 保 持 部 ３ １ 及 び 押 圧 用 ア ー ム ３ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 耳 珠 １ ０ ６ で は な く 、 前 切 痕 や 珠 間 切 痕 を 挟 む よ う に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 生 体 保 持 部 ３ １ は 、 前 述 の 実 施 形 態 １ ２ で 説 明 し た も の を 用 い る こ と が で き る 。 前 述 の
図 １ ４ に 示 し た 生 体 固 定 部 ３ ２ が 備 わ っ て い る も の で も よ い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 押 圧 用 ア ー ム ３ ６ は 、 前 述 の 実 施 形 態 ２ で 説 明 し た 押 圧 用 ア ー ム １ ８ と 同 様 の も の を 用
い る こ と が で き る 。 ア ー ム ３ ４ の 少 な く と も 一 部 に 備 わ り 、 前 述 の 実 施 形 態 １ で 説 明 し た
押 圧 部 １ ６ と 同 様 の 押 圧 部 ３ ５ を 用 い て 、 被 検 体 １ ０ １ の 少 な く と も 一 部 を 押 圧 す る 。 図
１ ５ （ ａ ） で は 、 耳 珠 １ ０ ６ が 生 体 保 持 部 ３ １ と 押 圧 用 ア ー ム ３ ６ と で 挟 ま れ て お り 、 検
知 部 ３ ３ は 耳 珠 １ ０ ６ か ら 生 体 情 報 を 計 測 す る 。 押 圧 用 ア ー ム ３ ６ が 備 わ る こ と に よ っ て
、 検 知 部 ３ ３ に よ っ て 計 測 さ れ る 被 検 部 で あ る 耳 珠 １ ０ ６ を 、 外 耳 道 １ ０ ８ の 内 部 か ら と
、 耳 珠 １ ０ ６ の 外 部 の 両 側 か ら 押 圧 し 、 効 率 よ く 押 圧 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 被
検 部 １ ０ ６ の 血 流 を 、 効 率 的 に 停 止 又 は 減 少 さ せ 、 血 圧 等 の 生 体 情 報 を 計 測 す る こ と が で
き る 。 こ の よ う に 、 実 施 形 態 １ ２ に 示 し た 生 体 情 報 計 測 装 置 が 生 体 保 持 部 ３ １ に 向 か っ て
押 圧 す る 押 圧 用 ア ー ム ３ ６ を さ ら に 有 す る こ と に よ っ て 、 血 圧 等 の 生 体 情 報 を 効 率 よ く 計
測 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ １ ２ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 計 測 装 置 は 検 知 部 の 種 類 に よ り 脈 拍 、 血 圧 、 血 流 な ど を 継 続 的 に 測 定
す る 生 体 情 報 計 測 装 置 と し て 応 用 で き る の で 、 医 療 目 的 ば か り で な く 健 康 管 理 又 は 美 容 目
的 と し て の 用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ３ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
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あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 ３ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 ４ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 ５ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 ６ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 形 態 ７ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 形 態 ８ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 形 態 ９ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 形 態 １ ０ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 形 態 １ １ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 形 態 １ １ に 係 る 生 体 保 持 部 の 他 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ ａ ） は 筒 状 、
（ ｂ ） は ド ー ム 状 、 （ ｃ ） は 箱 状 の 一 例 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 実 施 形 態 １ ２ 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図
で あ り 、 （ ａ ） は 外 耳 道 の あ る 側 頭 部 の 横 断 面 、 （ ｂ ） は 耳 介 の 表 側 か ら の 概 観 を 示 す 。
【 図 １ ４ 】 実 施 形 態 １ ２ に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 の 他 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 実 施 形 態 １ ３ 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 を 人 体 の 耳 介 に 装 着 し た 一 例 を 示 す 模 式 図
で あ り 、 （ ａ ） は 外 耳 道 の あ る 側 頭 部 の 横 断 面 、 （ ｂ ） は 耳 介 の 表 側 か ら の 概 観 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 １ １ 、 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ 、 ２ ７ 、 ２ ８ 、 ３ １ 　 生 体 保 持 部
　 １ ３ 、 ３ ３ 　 検 知 部
　 １ ４ 、 １ ７ 　 ア ー ム
　 １ ５ 　 検 知 用 ア ー ム
　 １ ６ 、 ３ ５ 　 押 圧 部
　 １ ８ 、 ３ ４ 　 押 圧 用 ア ー ム
　 ３ ２ 　 生 体 固 定 部
　 ４ １ 、 ４ ２ 　 平 板
　 ４ ３ 　 連 結 部
　 １ ０ １ 　 被 検 体
　 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ 　 被 検 体 の 一 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(20) JP 2006-102161 A 2006.4.20



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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要解决的问题：提供一种生物信息测量装置，通过将生物信息保持在受试者的目标位置，可以始终测量生物信息。 ŽSOLUTION：
该装置具有活体保持部分，能够始终安装在受试者身上，特别是在人体耳廓上，并使用以下方法测量脉搏，脉搏波，心电和血压等
生物信息。手臂连接到活体保持部分。由于疼痛点很少，所以生物体保持部具有能够固定到耳廓的结构，即使一直戴着它也会对受
试者施加一点负担。此外，通过利用一年中耳廓的各个部位的形状，可以额外地减轻佩戴时的负担。因此，可以获得能够保持在受
试者的目标部位并且总是测量生物信息的生物信息测量装置。 Ž
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